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「生涯スポーツの推進」について 

 

《生涯スポーツの推進について》 

あま市スポーツ推進計画の目標指針では令和９年度には、週に１回以上運動・

スポーツを行う２０歳以上の市民の割合を７０％を目標値とし又、スポーツや運

動が好きな子どもの割合を８０％にしたいとしています。 

そのためには、スポーツ施策の展開において、「現在、スポーツや運動を実施し

ている市民が、生涯にわたりスポーツや体を動かすことに取り組むことができる

よう、活動拠点の整備・充実、多様な学習機会の確保などを図り、心身ともに健

康で活力あるれる市民生活を支援していく必要があります。 

また現在、スポーツや体を動かすことを実施していない市民に対して、スポー

ツや体を動かすことへの関心を引き出す取り組みが必要です。 

    

令和３年度、スポーツ推進計画を策定するにあたって、市民及び小中学生（小

学５年と中学２年生）を対象にアンケート調査を実施しました。次のものは、そ

の一部の質問事項です。 

 

《市民》 

【スポーツや運動の実施状況について】（推進計画冊子 13～17ページ） 

①スポーツや運動を行っている日数について 

②スポーツや運動を主に行う場所について 

③スポーツや運動を行っている理由について 

④スポーツや運動をしなかった理由ついて 

⑤今後新しく行ってみたい、または今後も続けていきたいと思うスポーツや 

運動について 

 

 【体力、スポーツや運動に対する意識について】（推進計画冊子 19・20ページ） 

①自分の体力について 

②運動不足について 

③スポーツや運動がもたらす効果について 

 

《小中学生》 

【スポーツや運動の実施状況について】（推進計画冊子 31ページ） 

①現在のスポーツ活動について 

②学校の体育の授業以外でのスポーツや運動の１週間あたりの頻度について 

 

 

【資料５】 
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 【スポーツや運動に対する意識について】（推進計画冊子 32ページ） 

   ①スポーツや運動は好きですか 

 

 【市のスポーツ施策について】（推進計画 33ページ） 

   ①市のスポーツ教室の利用意向について 

 

結果につきましては、 

  

《市民》 

【スポーツや運動の実施状況について】 

①スポーツや運動を行っている日数について 

   「週３回以上」の割合が２６.５パーセントと最も高く、次いで「週２日」 

が１３.１％、「月１～３日」が１３.０％。です。 

   性・年齢別でみると、男性の３０歳代から５０歳代の働き盛り世代、女性の 

   ３０歳代の子育て世代の週１回以上のスポーツ・運動実施率が低いです。 

②スポーツや運動を主に行う場所について 

   「道路・遊歩道」が３５.７％と最も高く、次いで「自宅」の割合が２３. 

.８％、「公共のスポーツ施設」の割合が１６.２％です。 

③スポーツや運動を行っている理由 

 「運動不足解消のため」が４５.１％と最も高く、次いで「健康維持・体力 

づくりのため」が４１.１％、「好きだから」が２０.９％です。 

④スポーツや運動をしなかった理由 

「仕事や家事が忙しく時間がないから」が３３．０％と最も高く、次いで 

「面倒だから」が１６.７％、「機会がなかったから」の割合が１６.３％で 

す。 

⑤今後新しく行ってみたい、または今後も続けていきたいと思うスポーツや 

運動について 

 「ウォーキング・散歩」が３６.２％と最も高く、次いで「体操（ラジオ体 

操、エクササイズ、ヨガなどを含む）」が１９.３％、「室内運動器具を使 

ってする運動）ランニングマシーン、バランスボールなど）」が１２.４ 

％です。 

 

【体力、スポーツや運動に対する意識について】 

 ①自分の体力について 

 「自信がある」（６.６％）と「どちらかといえば自信がある」（４３.０％） 

  を合わせた“自信がある”が４９.６％、「どちらかといえば自信がない」 

 （３７.８％）と「自信がない」（１１.１％）を合わせた“自身がない”が 

４８.９％です。 



[3] 

 

②運動不足について 

「大いに感じる」（３３.５％）と「ある程度感じる」（４５.８％）を合わせ 

た運動不足を“感じる”が７９.３％、「あまり感じない」（１３.７％）と 

「全く感じない」（３.９％）を合わせた運動不足を“感じない”が１７．６ 

％です。 

③スポーツや運動がもたらす効果について 

「健康維持・増進」が８２.２％と最も高く、次いで「体力維持・向上」が 

８２.０％、「ストレス解消」が６６.０％です。 

 

《小中学生》 

【スポーツや運動の実施状況について】 

①現在のスポーツ活動について 

「学校の運動部活動に所属」の割合が３５.６％と最も高く、次いで「どちら 

 にも所属していない」（文化部活動などに所属している）」が３２.２％、「学 

校の運動部活動以外のスポーツクラブやスポーツ少年団、道場などに所属」 

が３１.２％です。 

②学校の体育の授業以外でのスポーツや運動の１週間あたりの頻度について 

「行っていない」が２５.４％と最も高く、次いで「週に４回」が１５.２％、 

「週に５日」が１４.６％です。 

 

 【スポーツや運動に対する意識について】 

   ①スポーツや運動は好きですか 

   「するのも見るのも好き」が３６.０％と最も高く、次いで「するのが好き」 

    が２９.７%、「見るのが好き」が１０.２％となっており、“スポーツが好 

    き”が７５.９％です。また、「好きでも嫌いでもない」が２０.２％です。 

    小中学生別でみると、小学生では「するのも見るのも好き」が中学生に比べ 

    高いです。 

    性・小中学生別でみると、中学生男子では、「するのが好き」が他に比べ、 

    高いです。 

 【市のスポーツ教室の利用意向について】 

   ①市のスポーツ教室の利用意向について 

   「あっても行かない」の割合が４５.４％と最も高く、次いで「好きな種目が 

    あれば行きたい」が４４.９％です 

 

 

上記のアンケート結果を踏まえ、市民が生涯にわたってスポーツや運動を楽しん

でいくためにはどのような施策等が必要であるか、皆様のご意見・ご提案や情報等

をお聞かせ願いたいと思います。 


